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ア ジ ア の プロ フィ Jレ

＿̀- 咋 -

1. ゆきずリの人 び と ポ ンペイ

今夏 ヨーロッパ旅行の途上、 2日間だけボンペイ妬tfち寄った。他の国ぐにの町と同様、 こと も

素通り では あったが、 あえてポンペイのかい寺のぞ記をかくことにしよう。

羽田～ボンペイ問約 12時廿i.k, ポンペイ空港から貞夜中の道を市街のク、；；マハル ・ホテルヘ。雨

上がりの陪闇を通 して軒下忙ねそべる イン ド人をみて異様に感じたが、翌朝何気fな〈窓を即いてハ

ツとした。それはホテル前の大通りの向 こう排侭建つている インデイアンゲイト (19 1 1年、イ

ギリ交E夫要上陸記念の門で内部は 60 0人収容のホールになつているとのこと ）付近；幻たむろす

る5、 6 0人のう つろな若者避をみたからである。その日は 7月31日の日固日であったせいかと'

”‘朝早くからどこからともな〈ホテルの荊に第支つ て来た若者たち。かたわらでは、 ホテルの

窓々匹むかつ てしをり 妬上衣をさ くつて自分の11JLをもらつかせては投げ銭を湖待 し両手をふ り上げ

る7~8オの女の子。怪しげなアクロパッ トをやつてはおじぎをして招子をふり妃す父親と 5~6

オの男の子。母親の背中で母親と共vcそのやせた小さな手をさ しのぺてはおじぎを する赤ん坊。 コ

プラをひらりひらりとみせてはホテルに向かつてしつこくお金を要求している老人。さすがの私も

朝食前にそのイ ンデ イアンゲイ トヘ行くどころか、 ホテルから一歩もでられないo じつと外の様子

をみつめるのも気がひける 低どであった。

イギリス貴族好みと思われる ホテルの豪勢さもそこに伴りらく 人々 はやはり日本とは趣が異なる。

庭の刈りこみ手入れをする人、 草むしり をする人、 コンクリートの床をはくだけの人。玄似lに立つ

だけの人、 廊下のすみずみにたつだけの人。へやの中VC出人りできる 人。 さら 1疋特別室の Jレーム ・

メイ ドなど。それぞれの制服がちがうだけでな〈 、それらの人々 はお互いの存在は眼中にな く、 自

分の持場だけを固守 しているようなのである。外車でホ テルにのりつけ、 じゅうたんを しをつめた

疇を鷹捻にのぼり、楽団の演奏をき老ながら、たぺ放題のバイキングの昼食を楽しむ恰幅のよい

インド人たち伏、注た、問囲の労働 しつつある インド人たちとは根本的に人柚が達う とでもいうよ

うである。

これらのことについては、 プリンス ・オプ ・ウエールズ博物館の柑説妬よつても少しはうなずけ

た。それは何千年のインドの歴史の中でインド人を構成する幾多の人補は、それぞれの先祖が根本

的に立堵を異にするものと して、 他地域からこのインドの地妬すみつき、 バラモン、 ク・ンヤ トリア、
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ボンペ イ 市 図
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バイツア、 スー ドラを初め

5 3袖とい う窟雑な カース

トを成立させたも のである、

と説明六れていたか らであ

る。

ホテルの外匠衣つては、

疇計を持つている人、 カ

メラを持つている人、まし

てや自分のスク ークーを乗

り延すことの出来る人など

は非常な エリー トら しく、

そのス イス痴埒計、 日本製

(？）カメラを大げさに誇示 し

得意禍面に話 しかけて〈る

ので麦る。1疇 、 カラ マネ

I - Jレ公際の花時計の前で出

合つたこれ らの人1こちは、場所ははつきり しなかつたが、何でも国土建設の為のダム工出現芍で技

師として約いているとのこと。イン ドにおける視場技師という ものを改めて見直 した。住宅に して

も、 函家の官僚磯溝の中での超特榊陪級者VCは、 hi街地から ハイヤ ーでたつぷり 3D分以上はかヽ

るマラパル岬の絶緊の訛！9：： ｝）1j荘風の高級官邸があるとの こと 。毎日の通勤に要する時間な どは全 く

無視 しての国家からの提供であろ う。かつてクイ ーン・ネックレスといわれ、 ィギ リスのボンペイ

年の象 政でかった（毎岸ぞいの ピノレデイング。イギリスがひきあげ てか ら20年をへた現在では、

その 後全く手人れがなされなかつたかのように墜はおち、ペンキははがれ、窓ぶ戸もこわれ放閣の

荒れかたであろ 。そ してそれはやがてさらたおそま つな二隋だ ての商店街へとつ いゞている。 ウエ

スクンレールウ エイのふみ切りを横 ぎるとき、ふと車の中から窓の下をみたらその鉄逍用地の柵の

叫只 こうもりがさをひろけたよう な．爽黒い布がやね状妬ひろがつているのをみた。 ち9ようど；ぺ

ドウイン妍人の黒いチャドルをそのま注 やねにしたようなテント張りである。 これらのジプ、ン一の

一家が、 ホテルの前でおじぎを〈り 返しては投げ銭を期待し、 まただれかれとな く袖をひつばつて

はおめぐみをと手をさしのぺているのである。 ラテライトのデカ ン高瓶の崖状の近くでは、その赤

土を固めて作った家とか、 おだんどをふせたよう花低いわらぷき の家などが部落をなしているとこ

ろもあつた。 このような住いでは、大勢の家族が窮屈な思いをしているより、他人の家の軒先にね
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た方が、気持がよいこともある のであろう か。

ポンペイ市立の遊園地としては、 ミルク コロニーにい〈途中の人里はなれた丘の上して、広大な敷

地をもつ ものがある。そこでは少しも貧者に妨げられず、裕福な親たち花見守られて子供逹はのび

のびと遊園の施設を楽 しんでいた。同じ市立でも、 市街地の外れ忙は 2、 3百人用の共同洗溶場も

ある。一見それと分からぬがそこでも完全な分業組毀が碑立されている。すなわち洗瑶彩；；を運んで

くるだけの人、洗うだけの人、 干すだけの人、配逹をする人などである。これを卸つて改めてその

あたり、 自転車に山のような衣類をつんで往さ交う人々を見直 したも のであるe

クイーン ・ネックレスのマリン ・ドライ プウエ イvcおいても、た 防ゞ波堤iてよりかかつているだ

けの若者たちが海岸ぞいvc長い列をなしている。その 4~ 5叫荘どもある広い歩造の片隅では、一

鉢ほどの売るものを並ぺて しやがみ こんでいる 7オ ぐらいの子供たち。 ともか く港町ポンペイしでは

終戦当時の上野の山のよう忙、インドの各地から食いはぐれた浮浪者が何となく集まると のこと c

それ侭して もあち こち妬展開する放腐されたま まの広大な土地o イギリス 資本vcよる臨海工業地密

はあるのに、若者たちの鋤ら く場所をもたないボンペ イ。それでも兵家veなれる程の人は選ばれた

階級の子弟であり、 ベト ナム派兵も 行なわない インド。或いはそこにガ ンジー首相の心意気もある

というのであろうか。

そうぃえば四惹の民をかかえたインドでは紋近政府による家族計画指導が徹底していんともきい

た。なる厄どひたいに赤丸をつけている程の娼人では、三人の子持ちというのを殆んど全〈みかけ

なかつたのも印象的であった。それがパリでみかけた若い夫婦が子供三人づれなのと 妙侭対照的に

思い出される。

大家族制と いい、 カース ト制というのも、今日 のイン ドの現実をなさ しめたすぺてではない と思

うけれど、やはりその前途は多難である と思われてならなかつた。

東京都中野区立弟八中学校 福 士桐 子

2.  The Land of Smiles ー バンコクー

Th.e land of smiles と称されるク イ国は、 メナムチヤオブラヤ（メナ ム川 ）の沖禎平

野の豊かな水田にみのる米をオーの産物とする茄業国で あり、 「王様と私」陀描き出された東洋の

神秘な王固と いうイ メージとワット（寺院 ）とクロ ーン（ボ烙）に端ちた美 しい首都クルンテプ（

パンコク ）と代よつて、 観光客をひきつける媛光国でもある。さてそのsmileとはどのようなも

のであろ うか。

L建踏竺竺腿泥岡市l— 騒音とわい雑な活気囮満ちた東京 と 香港をあとにたどりついた夕暮のバ
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